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子供の成長について 

            スキャモンの発達曲線  

 

  

スキャモンの発育発達曲線を参照する

と、神経系統は生まれてから５歳頃まで

に 80％の成長を遂げ１２歳でほぼ 100％

になります。 

この時期は、神経系の発達の著しい年代

で、さまざまな神経回路が形成されていく

大切な過程となります。 

神経系は、一度その経路が出来上がる

となかなか消えません。 

たとえば、いったん自転車に乗れるように

なると何年間も乗らなくても、いつでもス

ムーズに乗れることが出来ることから理

解できると思います。 

この時期に神経回路へ刺激を与え、その

回路を張り巡らせるために多種多様な動

きを経験させることは、とても大切なこと

です。 

子どもが成長していく時点では、器官や

機能はまちまちの発達をしていきますの

で、ある一つの課題に対しても、吸収しや

すい時期と、しにくい時期が出てきま

す 。 

そこで、最終的に大きな成長を期待する

なら、最も吸収しやすい時期に、その課

題を与えていくのが最適な方法です。 

それでは、５歳～１３歳までの成長の特

徴を見てみましょう。  

  



  

プレゴールデンエイジ  ５歳～８歳頃 

スキャモンの発育発達曲線で説明すると、プレ･ゴールデンエイジと呼ばれる５歳～８歳頃は、

神経系が著しく発達する時期であることが判ります。脳をはじめとして体内にさまざまな神経回

路が複雑に張りめぐらされていく大切な時期なのです。 

この時期の子どもたちは集中力が長続きせず、常に新しいものに興味が移っていくといった特

徴を 持っていますが、神経回路にさまざまな刺激を与え、その回路をさらに張りめぐらせるこ

と、神経系の配線をより多様に形成していこうとする自然な欲求の現われなのです。彼らは集

中力がないのではありません。非常に高い集中力を持ちながらも、常に多種多様な刺激を身

体が求めているのです。 

子どもたちのこのような集中力を利用し、飽きさせないで楽しませるためには、多彩なアクティ

ビティ（遊びの要素を含むもの）を与えていくことが１つのポイントです。鬼ごっこや、木登り、ボ

ールを使ったさまざまな遊び、それらの動き一つ一つが、後になって貴重なものとなって身体の

中に刻まれていくのです。次に訪れるゴールデンエイジを生かすも、殺すも。この時期次第とい

ってよいでしょう。この時期は多種多様な動きを経験させる ことが大切です。 

スポーツの基礎づくりが多面的であればあるほど、後に専門的なスポーツを行った時に覚える

のが早いと言われています。 

ゴールデンエイジ 9歳～12歳頃 

９歳～１２歳頃になると、神経系の発達がほぼ完成に近づき、形態的にもやや安定した時期に

入ります。 

この時期は 、動作の習得に対する準備態勢（レディネス）も整い、さらに「可塑性」と呼ばれる

脳･神経系の柔らかい性質も残しているという非常に得意な時期として位置づけられていま

す。 

一生に一度 だけ訪れる「即座の習得」を備えた動作習得にとって、もっとも有利なこの時期

は、「ゴールデンエイジ」と呼ばれ、世界中どこでも非常に重要視され、サッカーに（他のスポー

ツでも 同じです）必要なあらゆるスキル獲得の最適な時期として位置づけられています。しか

し、この「即座の習得」は、それ以前の段階でさまざまな運動を経験し、神経回路を形成してい

る場合にしか現れません。だからこそ、プレゴールデンエイジも重要となるのです。 

ポスト・ゴールデンエイジ 13歳頃以降 

ゴールデンエイジを過ぎると、発育のスパート期（思春期スパート）を迎えます。 

骨格の急激な成長は、支点･力点･作用点に狂いを生じさせるため、新たな技術を習得するに

は不利な「クラムジー：Ｃｌｕｍｓｙ」と呼ばれる時期となり、今までにできていた技術が、一時的

にできなくなったりすることもあります。 

この時期は、スキャモンの発育発達曲線を見ると、生殖器型で、ホルモンの分泌の著しくなる

時期です。男性ホルモンの分泌は速筋線維の発達を促し、それまでに身につけた技術を、よ

り速く、より強く発揮することを可能とさせてくれます。 



 

スキャモンの発育曲線は 80年も前のしかも外国のデータです。スキャモンの発育曲線と比べると… 

高い年齢でも意外と発達は続く！ ほぼ傾向としては同じ！ 

…では、小学生からでは手遅れでしょうか？… 

そんなことはありません！まだまだ大丈夫、脳の成長はまだまだ続きます！ 

（神経系の発達と同じ） 



今、何をしなければならないのか？ 

人間の発育では脳の発達が低年齢から進みます・・・ 

＝＞すなわち、神経系、瞬間的な思考力の向上の育成が最重要となります！ 

   （「三つ子の魂百まで」は、科学的な根拠に基づいています。） 

「神経系」とは？ 

サッカーでは、運動神経（手足の器用さ、体のバランスなど）を主にさします。 

「瞬間的な思考力」とは？ 

サッカーでは、特に１対１など、自分でボールを持ったときに相手をかわす（抜く）時等のパターンを 

瞬間的により多く発想するための思考スピードをさします。 

 

また、関節の可動域（動く範囲）も体が形成される前にいろいろな足の動かし方（大きく足を動かす 

フェイントやドリブルなど）をするのが良いとされています。 

 

これらを後から鍛えようとすると何倍もの労力が必要となり、後々大きな差となります！ 

体は１２～１４ごろから（鍛えなくても）本格的に形成されます。 

＝＞筋力トレーニングは体の形成後で十分です。 

 

じっくり考えるための思考力は日常の生活の中で鍛えられます。 

＝＞パスを出すための思考や戦術的な理解力はサッカーよりも日常の生活で鍛えられます。 

 

既に３歳を超えて脳の発達が進んでいる今、どんどん手足（サッカーは特に「足」）を動かし、

体を動かすことが最重要となります。 

＝＞神経系が発達する間の１４歳ぐらいまでは、ドリブルやフェイント、ボールタッチ（足の裏で 

   ボールを扱う技術）を鍛え伸ばす必要があり、そのような指導をすることが望まれます。 

 

また試合は、日ごろの練習を試すだけではなく、子供たちを大きく成長させる場でもあるので、 

基本的には個々人が成長するためのプレイができているかに重きを置いています。 

 

（チームとして勝利することで、全体の自信となる等、子供たちの成長にプラスと判断した場合は 

 チームとしての勝利を求める場合はあります。） 

 

 

我々は、このような考えを元に子供たちの育成に取り組むことを考えています。 

 


